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研 究 の 概 要 報 告（情報化社会の教育） 

 

 基調提案として、「各教科等のねらいを達成するための、プログラミング教育の指導や

教員研修のあり方」や「心を磨き、知恵を磨くための情報モラル教育の推進」、「子ども

たちによるＩＣＴ機器の活用と指導のあり方」が、課題として提案された。この提案をも

とにすすめられたリポート・質疑応答・討論及び助言について、報告する。 

 第一の論点は、「プログラミング教育において、主体的に子どもたちが情報を活用し、

論理的思考力を培うためには、どのような手だてがあるか」である。正会員からは、思考

ツールやビジュアルプログラミングソフトを通してプログラミング的思考を育成し、問題

解決能力を高める実践が５本報告された。討論や助言では、指導場面に応じて思考ツール

の使い分ける必要性や特別支援教育におけるプログラミング教育の有効性、ビジュアルプ

ログラミングソフトを活用してプログラミング的思考を高めるためにも小中高を見通した

教育活動を進めていくことが重要であることや、継続的で発展期なプログラミング学習を

すすめることでプログラミング的思考を育んでいくことの重要性などを共通理解すること

ができた。 

 第二の論点は、「子どもたちの情報モラルを育成するには、どのような学習活動をすす

めていけばよいか」である。正会員からは、インターネット機器のよき使い手を育成する

実践、発達段階に応じた情報モラル教育の実践を通して、インターネットやＳＮＳを適切

に利用できる児童生徒を育成する実践など４本の実践が報告された。討論では、現在注目

を集めつつあるデジタル・シティズンシップにもとづいた指導を心掛けることや、インタ

ーネット機器の使用を前提とし、子どもたちが主体となって適切な使用方法を決めていく

ことの重要性を共通理解することができた。 

 第三の論点は、「主体的に学ぶ子どもたちを育成するためには、ＩＣＴの効果的な活用

方法として、どのような手だてがあるか」である。正会員からは、自分のタブレット端末

を活用して、お勧めの本を紹介する動画を作成する活動を通して、自分の考えを明確にし

て相手に伝えることができる児童の育成をめざした実践が報告された。討論では、ＩＣＴ

機器は、子どもたちが抱える課題を視覚化・共有化することができ、主体的・対話的な学

びにつながることを確認できた。また、一つのゴールにむかって協働学習をすすめること

は、一人ひとりが協力し合うことであり、デジタル・シティズンシップの考え方にも一致

することも確認できた。 

 今後も、子どもたちに情報活用能力を身につけさせていく教育のあり方について明らか

にしていきたい。特に、今日的教育課題や子どもの発達段階、さらにそれをとりまく状況

をふまえた実践やこれからの時代を生きていくために必要な情報活用能力を育成する実践

をどのように推進すればよいのかを明らかにしたい。 

（成田健之介・望月武） 

  



 
 

報 告 書 の で き る ま で 

第７１次教育研究愛知県集会は，10 月 16 日，愛知県産業労働センターで開催された。分科

会では，「プログラミング教育において，主体的に子どもたちが情報を活用し，論理的な思考力

を培うためには，どのような手だてがあるのか」「子どもたちの情報モラルを育成するためには，

どのような学習活動をすすめていけばよいか」について，活発な討論がすすめられた。この報

告書は，県集会での提案と，その討論をもとに作成したものである。 
助言者 成田 健之介（南山大学）      ‘’’望月  武（名古屋・稲生小） 
教育課程研究委員 鈴木 優太（尾 北・大口西小）   小塚 俊佑（稲沢・稲沢東小） 
  石本 敢大（名古屋・桶狭間小）   稲葉 敦志（名古屋・しまだ小） 
 大島 創平（名古屋・大和小）    加藤 隼也（春日井・出川小） 
 岩田 智文（尾 北・江南西部中） 夏目 照久（新 城・東郷東小）   
  清水 智史（豊 橋・本郷中）      

 

  



 
 

１ 主題設定の理由 

  新型コロナウイルス感染症対策として、人との接触を減らすことが求められている。新型

コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」では、在宅勤務やオンライン帰省等が行動例

として示され、インターネット接続機器を使わない生活は考えられない状況となっている。 

  一方で、無料通話アプリや SNS、オンラインゲーム等の利用などを通じて、長時間利用す

ることによる生活習慣の乱れや、ネット詐欺・不正請求などの「ネット被害」、SNS による

トラブルなどが心配されている。さらに、世界保健機構では、オンラインゲームやテレビゲ

ームに没頭し生活や健康に支障をきたす状態は「ゲーム障害」という精神疾患として位置付

けられた。 

  このように、便利で現代社会に必要不可欠なインターネット接続機器は、十分に注意して

機器を賢く使うことで、よき使い手となる必要がある。 

  昨年度、わたくしが担当した学級では、インターネット接続機器の使用に歯止めがなく、

深夜までネットワークを介してゲームをしたり、動画を視聴したりして、教室で眠たそうに

している児童の姿がみられた。また、学級懇談会では、保護者から「子どもが家でずっとス

マートフォンを触っていて困る」という相談を受けた。これは、インターネット接続機器の

よき使い手の姿とは言えない。 

 名古屋市では令和３年度に、１人１台端末及び高速大容量通信ネットワークの整備が完了

する。そこで、これまで行ってきた、「情報モラル教育」に加え、機器の活用を前提とし、

適切な活用方法を児童自らが判断できる力を身につけさせる「デジタル・シティズンシップ

教育」の考え方を取り入れていく。 

また、これらのインターネット接続機器を活用し、児童自らが目標に向かって学習計画を

立て、必要に応じて協働しながら学習をすすめていくことで、個別最適な学びと協働的な学

びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びを実現するための基盤となる「インター

ネット接続機器のよき使い手となり、自分にとって効果的に学習に活用できる児童」の育成

をめざしたいと考えた。 

 

２ 研究の手だて 

  本研究の主題に迫るために、以下の手だてを設定した。 

⑴ 情報モラルとデジタル・シティズンシップを融合させた教育 

「情報モラル教育」と、インターネット接続機器のよき使い手になると同時に、よき社

会の担い手になることをめざす教育「デジタル・シティズンシップ教育」を融合させる。 

インターネット接続機器の正と負の両側面に気付き、児童自らが機器の使い方を考える

ことで、リスクを理解して賢く使うことができるようになると考えた。 

⑵ 単元内自由進度や個別最適な学びと協働的な学びを組み合わせた学習展開 

単元の目標にむかって、自分の課題を決め、自分に合った学び方を選んで学習にとりく

む単元内自由進度で学習を行う。自分で学習をすすめ、必要に応じて協働する、個別最適

な学びと協働的な学びを組み合わせた学習をすすめる。教員は時間毎に児童の学習履歴を

デジタルポートフォリオや成果物から見取り、適切にサポートする。 

これによって、児童がインターネット接続機器を、効果的に学習に活用できるようにな

ると考えた。 



 
 

３ 研究構想図 

  本研究の構想を研究構想図として以下に示す。 

 
 

４ 研究の実際 

 ⑴ 情報モラルとデジタル・シティズンシップを融合させた教育 

  ア 総合的な学習の時間 「自分ルールをつくろう」（小学校６学年） 

インターネット接続機器の正の側面と負の側面をとらえ、使用する際の「自分ルール」

を決める。 

機器の両側面を多くの視点からとらえることができるように、ホワイトボードを活用

して考えを共有・整理する。そして、負の側面を抑制する活用方法を考え文章にするこ

とで、機器のリスクを理解して使うことができるようになると考えた。 

授業では、まず普段の機器の使い方を想

起させた。ゲームやメッセージのやり取り、

動画の視聴など、「さまざまな場面で楽しく

使うことができて便利だ」という声があが

った。次に、機器を使っていて困ることを想

起させると、目が悪くなる、嫌なことを言わ

れるなどの声があがった。そして、機器には

面白い、楽しい、役に立つ正の側面と、困る、

怖い、危険な負の側面があることを確認

し、「機器にはどんな正と負の側面がある

か考えよう」と課題を提示した。〔資料１〕 

３人程度の小グループで話し合い、学

級で考えを共有し、整理した児童は「本

当は怖いんだね」「使い方、よくないかも」

と機器使用のリスクに気付き、自らの機

器の使い方を振り返っていた。次に、機器を使うときの自分ルールを考えることを投げ

掛けると、児童は次のような「自分ルール」を考えた。〔資料２〕 

〔資料２〕自分ルール 

〔資料１〕インターネット接続機器の正と負の側面  

※ 本来はこの２つは平行して、相互に影響し合って行うものだが、本校の１人１台端末の
整備が間に合わなかったため、⑴を先行して行い、それから⑵を行うこととした。 

ＡＩﾄﾞﾘﾙ 

※ 

※ ロイロノートは株式会社 LoiLo の登録商標です。 



 
 

イ 総合的な学習の時間 「機器活用名人になろう」（小学校６年生） 

  インターネット接続機器のうち、正の側面にフォーカスした機器を、十分注意して賢

く使う姿と比較して、自らの機器活用を分析し、改善方法を調べる。 

自分の行動ごとに整理することで、身につけたい力を明らかにし、すべてを身につけ

た姿を「機器活用名人」としてめざすことにした。自らの力を分析するために、名人に

必要な力を測定するための表を作り、結果をレーダーチャートにまとめる。そして、「機

器活用名人」になるために必要な力をのばすための方法を考える。ポスターセッション

形式で伝え合い、学級で方法が共有されることで、機器活用名人に必要な力をまんべん

なくのばすことにより、インターネット接続機器のよき使い手になると考えた。 

  「機器活用名人」とは、どんな人だと思うかと、児童に問いかけて授業を始めた。機

器の正の側面に気付かせるため「～できる」につながるように考えることを伝えて、小

グループで話し合わせた。学級で考えを共有・整理すると、機器活用名人は、①時間を

コントロールできる、②詐欺

や変なサイトから身を守る

ことができる、③使いこなす

ことができる、④人とつなが

ることができる、⑤自分をコ

ントロールすることができ

る人だと考えられ、「時力」、

「守備力」、「使用力」、「協

力」、「制御力」と、それぞれ

の力を名付け、５つの力が必

要だとした。〔資料３〕 

そこで、みんなは機器活用

名人だろうかと問い掛け「機器

活用名人に必要な５つの力測

定表をつくろう」を課題として

提示した。５つのグループに分

かれた児童は、「これができた

ら、いい」「これは、できなかっ

たらよくない」などと言いなが

ら、５つの力のある行動、ない

行動を想像して表作りにとり

くんだ。〔資料４〕しかし、しばらくすると「これは、どっちが上」と、行動の判断に戸

惑う姿がみられるようになった。そこでわたくしは、学級全体の意見を取り入れられる

ようにし、一旦話し合いを止め、小グループから学級全体に質問する時間を設けた。 

小グループ内だけでなく学級全体の考えを取り入れ、児童が作り上げた測定表で力を

測定し、測定結果をレーダーチャートにすると、「あれ、この力が弱かったんだ。」「やっ

ぱり、この行動はいいね」という声とともに、「この力どうしたらよくできるかな」など

と力をのばそうとする児童の意欲的な様子がみられた。〔次項資料５〕 

〔資料３〕インターネット接続機器を賢く使うことができる人  

〔資料４〕５つの力測定表を作る話し合い 



 
 

そこで、「力をのばす方法を調べ

る」ことを課題として提示した。児童

は、のばしたい力にもとづいて５つの

小グループに分かれて調べ学習を行

い、ポスターセッションにのぞんだ。 

ポスターセッション後の児童の振

り返りからは、「ルールを自分で作っ

て守りたい」「パスワードには大文字、

小文字と記号を入れるようにする」な

ど機器使用のリスクを減らす意見だ

けでなく、「怖いこともあるけど、使

いこなしたい」「プログラミングや動

画編集に挑戦したい」など、機器を効

果的に使いこなそうとする言葉が聞

かれた。さらに、５つの力を再び測定

すると、力をのばすことができたと

考える児童が多かった。〔資料６〕 

 

ウ 総合的な学習の時間 「学習用タブレットの賢い使い方を考えよう」（小学校５年生） 

学習者用タブレットでロイロノートやＡＩドリルを使用して、どんな学習にいかすこ

とができるかを考える。 

    教員用端末で起動したロイロノートとＡＩドリルを学級のディスプレイに投影したり、

学習用端末で児童がそれぞれ起動して使う機会を設けたりして、それぞれのアプリケー

ションの特徴をとらえ、どんな学習にいかすことができるかを考えられるようにした。 

 すると、児童用タブレットは、みんなの意見を共有できるもの、勉強に役立つもの、

苦手なところができるようになるなどの記述が多く、学習に活用しようとする意識が高

まっていることがわかった。 

エ 成果と課題（成果を○ 課題を●として示す） 

〇 機器の正負両面に気付かせることで、児童自らがリスクを理解して使うための方法

を考えることができた。 

〇 タブレットを活用して学習活動にとりくみたいという意欲が高い。 

● 機器の正の側面をいかすことを考えさせる手だてが十分ではなく、賢く使う具体的

な方法を考えることが難しかった。 

〔資料５〕機器活用名人に必要な５つの力測定表 

〔資料６〕測定した５つの力の学級平均 



 
 

 ⑵ 単元内自由進度や個別最適な学びと協働的な学びを組み合わせた学習展開 

  ア 算数科 「整数」（計画・小学校５学年） 

    単元のねらいを達成するために、児童が自分に合った学び方を選んで学習にとりくむ。 

学び方を、教科書で一斉に学ぶ、教科書で個別に学ぶ、ＡＩドリルで学ぶ、学習プリ

ントで学ぶから選び学習にとりくむ。教員は、必要に応じて全体に説明したり、個別に

説明を加えたりする。また、１時間ごとのねらいのつながりをとらえて学習にとりくむ

ことができる

ように単元の

構 成 を 提 示

し、デジタル

ポートフォリ

オに学びを記

録し振り返る

ことができる

ようにする。

〔資料７〕さ

らに、児童の

学び合いを促

すために、友

だちと協力し

て学んだ内容

を 記 録 し た

り、より多く

の問題にとりくみ、学力をのばすことができるように、発展的な問題を提示したりする。 

そうすることで、児童自らが教科書、機器、教員からの説明を、組み合わせて学習す

ることができ、インターネット接続機器を、自分にとって効果的に学習にいかすことが

できるようになると考えた。 

１時間の学習は、まず、一斉授業で前時の学習内容と本時のめあてを確認する。次に、

本時の学習方法を選択し、学習にとりくむ。そして、デジタルポートフォリオを活用し

て学習を振り返るという流れで行った。 

児童からは、「自分のペースでできてよい」「いつもより集中できた」や「友だちに教

えましたが、先生が授業で教えた方がよくわかると思う」「わからないところがあった」

などの声があった。 

  イ 社会科 「水産業のさかんな地域」（計画・小学校５年生） 

    単元の目標をとらえ、自分がとりくむ課題を設定し、学習を行う。そして、それぞれ

の成果を伝え合い、単元の目標を解決する。 

学習者どうしが協力し、教え合いながら学習をすすめるプロフェッショナル学習とジ

グソー学習を取り入れて行う。まず、単元の目標を確認し、児童自らがとりくむ課題を

選択し、課題毎にグループに分かれ、教科書、資料集、インターネットなどを活用して

学習を行う。それから、異なる課題にとりくんだ児童と成果を伝え合い、自分が選択し

〔資料７〕デジタルポートフォリオ 

ﾄﾞﾘﾙ 

 

ＡＩ 

 



 
 

なかった課題への理解を深める。

そして、単元の目標の達成をめざ

して学習にとりくむ。〔資料８〕 

ここでは、多くの視点から課題

と目標をとらえられるように、情

報の共有・整理が容易なロイロノ

ートを活用する。このように、集

めた情報を共有・整理

する学習場面で機器

を活用することで、イ

ンターネット接続機

器を、効果的に学習に

活用できると考えた。 

子どもたちは、それ

ぞれのグループに分

かれて、学習を行い、課題についてまとめた。〔資料９〕そして、単元を構成するすべて

の課題への理解を深めるために、クイズ大会を行った。［資料１０］ 

学習が終わると児

童からは「助け合いな

がら学習ができて、楽

しかった」「自分で調

べたら、よく理解でき

たし、調べられなかっ

たところも教えても

らってよかった」とい

う声が多く聞かれた。 

ウ 成果と課題（成果を○。課題を●として示す） 

〇 学び方を選択したり、仲間と助け合ったりすることで、意欲的に学習にとりくむ児 

童が多かった。 

● 教員の支援が十分ではない場面があり、学習内容が定着しないことがあった。 

 

５ おわりに 

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びを実現す

るための基盤となる「インターネット接続機器のよき使い手となり、自分にとって効果的に

学習に活用できる児童」の育成をめざし実践にとりくんできた。 

現在、わたくし自身も教員用タブレットの操作の習熟が十分でなく、授業に機器を効果的

に活用できない場面が多くあった。それに増して、児童用タブレットの活用は手探りな部分

が多い。しかし、児童が機器のよき使い手となり、効果的に学習に活用できるようになれば、

機器を彼らの心強い味方となるだろう。今後、まずこれまでに計画したことを児童とともに

とりくみ、わたくしも児童も機器を心強い味方にできるようにしたいと思う。 

〔資料８〕ジグソー法を活用した学習の流れ 

〔資料９〕課題についてまとめた 

〔資料１０〕単元を構成するすべての課題への理解を深めるクイズ大会  
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